
 

 

 

 

ブルーライン瀬戸内インターチェンジ付近で、トンネルを掘っています(長距離推進工事) 

濃い泥水（写真②） 

潤滑剤（写真③） 

掘った土は､真空の力で配管を

伝って吸い上げます（写真①） 

推進管の廻りに潤滑剤 

（写真③） 

瀬戸内 IC 邑久 IC 

トンネル(推進工事) 掘削機を搬入しました 十字部分を回して土を削ります 

掘削機を立坑に降ろしまします 

ケーブルを通すための 

推進管 

推進管を挿入したので、次の管

を入れる準備をします 

つながっている配管を外します 

油圧ジャッキで推進管を押込み

ます 

新しい推進管を吊り下げます 

配管を再度つないだ後、推進管

をジャッキで押します 

 

以上の作業を繰返し､推進工事を進めています 

推進管をつなぎます 

排泥タンク/貯水槽 写真① 

 

濃い泥水を造って配管を

伝って掘削機の先端(チャ

ンバー)に送ります。 

写真② 

推進管(ヒューム管)

を押込みやすくする

ために､潤滑剤を注入

します 写真③ 

掘削機 
チャンバー内で

泥水と土をかき

混ぜます 
推進管を押し込む度に測量

をし､掘削する方向を正確

に決めてます 

場外に搬出 

 泥水と混じった掘削した土 

推進管置き場 

掘削機を地中に押込みます 

推進管 

人がかがんで、やっと入れる位の小さな

トンネルを 600ｍ掘っています 

泥水と土を吸い上げます 

（写真①） 


